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Ａ．研究目的 

当該研究は、戦没者慰霊事業の一環とし

て、戦没者遺骨についてDNA鑑定によって

身元の特定を行い、1柱でも多くのご遺骨を

速やかにご遺族のもとにお返しすることを

目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

戦没者遺骨鑑定の標準プロトコルの作成。

（倫理面への配慮） 

鑑定試料（検体）については全て匿名化され

ている。 

 

Ｃ．研究結果 

遺骨試料におけるDNA型鑑定方法のプロ

トコルを作成し「遺骨検査におけるDNA型

鑑定方法に関するアンケートとして報告。 

 

Ｄ．考察 

鑑定方法のプロトコルを作成するにあた

り、今後、検討するべきことが具体的にする

ことができた。また、他機関のプロトコルを

参照に今までの方法を再検討していきたい。 

 

Ｅ．結論 

 今後、検出が困難な試料等を検査しなけ

ればならないことが想定されるので、さら

なる検査方法の検討を行っていく必要があ

る。また、ご遺族へご遺骨をお返しするにあ

たり、迅速かつ正確な検査方法及びご遺族

とのマッチングのスクリーニング方法の確

立を行っていく必要がある。 

 

F．健康危険情報 

 該当無し 

 

G．研究発表 

1.  論文発表 

 該当無し 

2． 学会発表 

 該当無し 

 

 

研究要旨：本研究では、厚生労働省の戦没者遺骨の DNA 鑑定事業の効率的な遂行のた

めに、「戦没者遺骨鑑定の標準プロトコルの作成」、「多数の遺骨・ご遺族から該当する

血縁者をスクリーニングする専用ソフトウェアの開発」を行う。 
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H．知的財産権の出願・登録状況 

 該当無し 

  


